
１２月２２日（水）は冬至となります。一年の中で一番夜が長

く、その日にゆず湯に入ったり、かぼちゃを食べたりすること

でかぜをひかなくなると言われています。年末年始は、生活リ

ズムの乱れから体調を崩しやすくなります。ゆず湯やかぼち

ゃで栄養をつけ、かぜ知らずの健康な体を目指しましょう。 

感染性胃腸炎について 

１０月後半から流行していた感染性胃

腸炎ですが、約２週間ほどで落ち着き、

現在は、鼻水や咳などのかぜ症状のある

お子さんが増えてきています。感染性胃

腸炎のウイルスは寒くなると活動的に

なるので、まだまだ注意が必要です。 

クラスでの流行状況は、玄関に掲示し

てある「感染症（体調不良）連絡」でご

確認下さい。感染症と診断されたお子さ

んがいる場合は、メールで配信していき

ます。 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

発行日 / 令和３年 1１月３０日 

＜1１月の感染症のお知らせ＞ 

 胃腸炎      ２０名 

   

就寝時の窒息事故（SIDS）にご注意を 

乳幼児突然死症候群（SIDS）は，１２月以降の冬期

に 発生しやすい傾向があります。それまで元気だっ

た赤ちゃんが，事故や窒息ではなく眠っている間に突

然死亡してしまう病気です。 

園では、睡眠中の 

窒息事故を予防す 

るため、子どもの 

顔が見える仰向け 

に寝かせ、呼吸状 

態を確認する安全 

対策を行っています。 

＜年末年始の急病は？＞ 

お子さんの急な発熱や怪我でど

うしたらいいかわからない時

に、相談できる窓口（＃８００

０）があります。 

年末年始は、ほとんどの病院が

休診となりますので。困った時

は活用しましょう。 

 

※休み期間中にインフルエンザ

などの感染症と診断された場

合は、休み明けに登園許可証

明書の提出が必要です。 

 

 

♪ﾀｲﾏｰが鳴ったら呼吸確認 


